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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

個人所有パイパー式ＰＡ－２８－１４０型ＪＡ３２９７は、所用のため機長ほか２ 

名が搭乗し、平成元年４月６日０９時０１分、札幌飛行場を離陸して女満別空港に向 

かったが、０９時０５分同機からの無線連絡を最後に消息を絶ち行方不明となった。

同機に対する捜索活動が行われたが、発見できなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成元年４月１０日、運輸大臣から事故発生の通報を受 

け、当該事故の調査を担当する主管調査官及び１名の調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成元年４月１３日～１４日 事実調査

平成２年１０月２７日～２８日 事実調査



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

平成元年４月６日、北海道航空機同好会のＡ、Ｂ及びＣの３名（いずれも操縦士技 

能証明保持者）は所用のため、ＪＡ３２９７機により札幌飛行場から女満別空港への 

飛行を予定していた。同機が出発するまでの状況は、東京航空局丘珠空港事務所（以 

下「空港事務所」という。）、千歳航空測候所丘珠出張所（以下「気象官署」という。） 

及び燃料会社の職員の口述を総合すると次のとおりであった（空港等の位置関係につ 

いては付図１参照）。

０８時００分ごろ、Ａが札幌飛行場の気象官署に出頭し、旭川、釧路及び函館 

の各空港、札幌、旭川及び十勝の各飛行場の０７時００分の航空定時観測気象報 

（以下「ＭＥＴＡＲ」という。）及び新千歳空港の０７時３０分のＭＥＴＡＲを閲覧 

した。

その後、０８時１５分ごろ、Ｂが気象官署に出頭し、新千歳、旭川、女満別、 

釧路及び函館の各空港及び札幌飛行場の０８時００分のＭＥＴＡＲ並びに旭川及 

び十勝飛行場の０８時００分のＭＥＴＡＲ及び予報の提供を受けた。なお、両者 

とも０３時００分の地上天気図及び０６時００分の雲画像情報図を閲覧した。

０８時２０分ごろ、Ｃが空港事務所に出頭し飛行場制限区域立入りの許可を受 

けた（Ａ及びＢはともに立入り許可証を有していた）。

０８時３０分から３５分にかけて、同機に対する４５リットルの燃料補給が行 

われた。

０８時４２分、Ａ及びＢが空港事務所に出頭し飛行計画を提出した。

同機の飛行計画は、有視界飛行方式、巡航速度９５ノット、出発飛行場札幌飛行場、 

経由地旭川、目的飛行場女満別空港、所要時間２時間００分、持久時間で表された燃 

料搭載量５時間００分、搭載無線機器ＶＨＦ無線電話及びＶＯＲ受信機、機長はＡで 

あった。なお、トランスポンダは搭載していなかった。

駐機場から同機が出発する際、立ち会った者はいないので各人の着席位置は明確で 

ない。

同機は、０８時５５分札幌飛行場管制所（以下「札幌タワー」という。）と交信を行い、 

使用滑走路３２、風３２０度、２０ノット等の情報を受けた。その後０９時００分に 

風３１０度、２２ノットの情報とともに離陸許可を受け、０９時０１分に離陸した。

０９時０５分、同機は札幌タワーに札幌飛行場の北東５海里を飛行中である旨の通 

報を行い、周波数の変更を許可されこれを了承した。



その後、女満別空港到着予定時刻の１１時０１分になっても同機から連絡がないた 

め、捜索救難活動が行われたが、同機は発見されなかった。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

搭乗者３名全員が行方不明である。

２．３　乗組員等に関する情報

Ａ 男性 ５９歳

自家用操縦士技能証明書 第１１１０４号 昭和５８年７月４日

限定事項 飛行機 陸上単発機 昭和５８年７月４日

第二種航空身体検査証明書 第２３７９００５１号

有効期限 平成元年８月１５日

総飛行時間 ２６０時間２６分（昭和63年8月14日現在）

Ｂ 男性 ６４歳

事業用操縦士技能証明書 第３８０３号 昭和４６年７月１０日

限定事項 飛行機 陸上単発機 昭和４６年７月１０日

飛行機 陸上多発機 昭和５０年６月２４日

第一種航空身体検査証明書 第１３７９００４３号

有効期限 平成元年４月２５日

総飛行時間 ８，５２６時間２６分（昭和63年4月24日現在）

Ｃ 男性 ４９歳

自家用操縦士技能証明書 第８９７５号 昭和５５年６月６日

限定事項 飛行機 陸上単発機 昭和５５年６月６日

総飛行時間 １２０時間（昭和61年8月6日現在）

２．４　航空機に関する情報

2.4.1　航空機

型式 パイパー式ＰＡ－２８－１４０型

製造番号 ２８－２１４４４

製造年月日 昭和４１年２月８日



耐空証明書 第東６３－２５３号

有効期限 昭和６４年６月２７日

総飛行時間 ８，７９６時間１６分

定時点検（５０時間点検、昭和６３年１１月２９日実施）

後の飛行時間 ５時間５５分

2.4.2　エンジン

型式 ライカミング式Ｏ－３２０Ｅ２Ａ型

製造番号 Ｌ－４９９１４－２７Ａ

製造年月日 昭和５７年１０月１９日

総使用時間 ５６１時間４３分

定時点検（１００時間点検、昭和６３年６月２７日実施）

後の使用時間 ５９時間１６分

2.4.3　重量及び重心位置

出発時、同機の重量は２，１２２ポンド、重心位置は８８．１インチと推算され、 

いずれも許容範囲（最大離陸重量２，１５０ポンド、出発時の重量に対応する重心範 

囲８８．０～９５．９インチ）内にあったものと認められる。

2.4.4　燃料及び潤滑油

燃料は航空用ガソリン１００／１３０、潤滑油はモビール８０で、いずれも規格 

品であった。

２．５　気象に関する情報

2.5.1　天気概況

札幌管区気象台が当日１４時３０分に発表した北海道地方の天気概況は、次のと 

おりであった。

根室の東に低気圧があって東に進んでいる。一方、日本海に高気圧が進んで来て 

おり、北海道は弱い冬型の気圧配置となっている。

午前９時から１２時にかけての道内の天気は、日本海側とオホーツク海側は曇り 

で、日本海側では次第に晴れてきているが、一部では雪や雨が降っており、太平洋 

側では晴れとなっている。



各地の天気は９時、札幌雨、旭川雪、網走曇り、また、１２時では、札幌、旭川、 

網走とも曇りとなっている。

気温は各地とも平年並みで９時、札幌６．３度Ｃ、旭川３．８度Ｃ、網走４．０度Ｃ、 

また、１２時、札幌７．２度Ｃ、旭川５．６度Ｃ、網走３．９度Ｃとなっている。

午前９時の上空約１，４００メートル付近の気温と風は、札幌氷点下７．３度Ｃ、 

西北西１２メートル／秒、稚内氷点下８．７度Ｃ、西北西１２メートル／秒、根室 

氷点下７．９度Ｃ、北西９メートル／秒となっている。

気象衛星ひまわり及びレーダーの観測では９時から１２時にかけて上川地方から 

空知地方では、まとまった雪雲があり弱まりながらゆっくり南東に進んだ。

2.5.2　参考となる空港，飛行場の観測値

（１）出発地である札幌飛行場は、０９時００分から１０時００分までしゅう雪、 

１１時００分はしゅう雨であったが、視程は２０キロメートルないし２５キ 

ロメートル、雲量は１／８、雲高は１，５００フィートないし２，０００フィー 

トで有視界気象状態であった（付表１参照）。

（２）経由地である旭川市近郊にある旭川空港は、０９時００分から１０時４５ 

分までしゅう雪が続き、この間０９時１９分に計器気象状態となり、雲量は 

１／８ないし２／８、雲高は１，０００フィートになっている。

更に、０９時３１分には強いしゅう雪となって、視程は８００メートルま 

で低下しているが、１０時４５分には有視界気象状態に戻っている（付表３ 

参照）。

（３）目的地である女満別空港は、０８時００分から０９時００分の間に一時的 

にしゅう雪であったが、０８時００分から１２時００分の間視程は２５キロ 

メートルないし４０キロメートル、雲量は１／８ないし７／８、雲高は 

３，０００フィートないし３，５００フィートで有視界気象状態であった（付 

表４参照）。

（４）新千歳空港、旭川飛行場、十勝飛行場、釧路空港、函館空港及び帯広空港 

における当該事故に関連する時間帯の観測値は付表２、５、６のとおりである。

2.5.3　地上天気図

地上天気図（０３時、０９時及び１５時）は付図２～４のとおりである。



2.5.4　雲画像情報図

雲画像情報図（０６時、０９時、１２時及び１５時）は付図５のとおりである。

2.5.5　株式会社日本エアシステム１２１便（東京国際空港０７時５０分－旭川空港 

０９時２５分、ＤＣ９）は、旭川空港が悪天候のため着陸できず新千歳空港に目的地 

を変更した。

同便の機長は「当日の９時２５分ごろの旭川付近の天候は、降雪による急激な視程 

低下現象が生じ、この付近を１万フィート未満の高度で有視界飛行をすることは不 

可能と思えた。」と述べている。

２．６　航空保安施設に関する情報

当時、同機の飛行に関連する航空保安施設の機能及び運用状況は正常であった。

２．７　通信に関する情報

離陸時の同機と札幌タワーとの交信は、通常どおり行われていた。同機と札幌タワー 

との交信内容は別添のとおりである。北海道航空機同好会員によれば、交信は通常機長 

により行われているとのことであった。同機が札幌飛行場管制圏を離脱し周波数の切 

り換えを許可された後の交信は、いずれの地上局とも行われていなかった。

航空機用救命無線機は搭載されていなかった。

２．８　人の生存、死亡又は負傷に関係のある捜索、救難及び避難等に関する情報

同機が女満別空港到着予定時刻間近になっても無線による連絡がないため、女満別 

空港事務所は近傍空港等に対して情報を求めたが何ら情報が得られず、１１時３５分 

東京航空局東京空港事務所の救難調整本部にその旨を通報した。同本部は、直ちに関 

係機関に通報するとともに情報の収集を開始した。

当日の捜索は、同機と管制機関との最後の交信が０９時０５分札幌飛行場北東５海 

里である旨の報告だけであり、また、当日同機の飛行計画による予定経路上の旭川及 

び山岳地帯（大雪山系）の天候が吹雪で視程が悪く、雲高が低いため引き返した可能性 

が大きいとの判断から、同機の出発地から旭川までの予定経路上を中心に航空機によ 

り夕方まで行なわれたが発見できなかった。

その後４月１０日までの間に、北海道警察、陸上自衛隊、航空自衛隊、海上保安庁、 

及び民間の航空機延べ１３５機が捜索を実施したが手掛かりは得られなかった。

救難調整本部は、４月１０日、１６時３０分をもつて捜索活動を打ち切った。



２．９　その他必要な事項

札幌飛行場の除雪の関係から、同機は昭和６３年１１月２９日旭川空港に飛行し同 

空港の駐機場に野外係留し、平成元年３月３１日旭川空港から札幌飛行場に飛行して 

きた。その後平成元年４月２日に、札幌飛行場の局地飛行を４回（合計飛行時間１時 

間３０分）行っているが、各々の飛行の操縦者によれば同機には異常はなかったとの 

ことである。

２．１０　その他参考となる事項

運輸省航空局は、小型機運航者に対し、有視界気象方式で飛行する航空機の安全と、 

捜索救難活動の迅速化をはかるため、航空路情報提供業務（ＡＥＩＳ）機関と交信し、 

最新の航空情報及び気象資料を得ると共に、自機の位置通報を行うよう指導している 

（昭和６２年３月１７日付、空用第７１号）。また、捜索救難活動を容易にするために、 

航空機用救命無線機（ＥＬＴ）を装備することを勧めている（昭和５４年９月８日付、 

空航第７７８号）。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　飛行計画書の署名から機長はＡと認められる。

3.1.2　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有してい 

た。

3.1.3　同機は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が実施されていた。

3.1.4　同機は、札幌飛行場を離陸後、０９時０５分ごろ、札幌タワーに北東５海里 

である旨の通報した後、経由地である旭川に向かったものと推定される。

同機が計画通り飛行すれば旭川付近に達するのは０９時４５分ごろと推算される 

が、当該時間帯における旭川付近の気象状態はしゅう雪が続き、有視界気象状態を 

維持して飛行することは困難であったものと推定される。



3.1.5　同機の飛行予定経路周辺は山が多く、また、積雪期で地点標定が困難な状況 

であったものと推定されることから、同機はしゅう雪に遭遇し地点標定を誤って山 

岳地帯に迷いこみ墜落したか、あるいは女満別空港の気象状態が良好であるとの判 

断から雲上飛行を試み、上昇中機体に着氷が発生するなどして飛行の継続が困難と 

なり墜落した可能性等が考えられるが、離陸直後に位置通報を行った以外の交信記 

録はなく、また同機を発見するに至っていないので、行方不明となった原因を明ら 

かにすることはできなかった。

４　原因

同機は、飛行中しゅう雪に遭遇した可能性が高く、有視界気象状態を維持して飛行 

することが困難であったものと推定されるが、行方不明となった原因を明らかにする 

ことはできなかった。



付図１　空港等位置関係図



付図２ 地上天気図 （０３時）



付図３　地上天気図（０９時）



付図４　地上天気図（１５時）
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別添

札幌飛行場管制所との交信記録


